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【
概
要
】

こ
の
絵
葉
書
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
五
月
、
友
人
の
入

院
見
舞
の
た
め
上
京
し
た
梶
井
基
次
郎
が
、
第
一
回
春
陽
会
展
覧
会

を
実
際
に
訪
れ
て
買
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
展
に
新
人
画
家
・

三
岸
好
太
郎
の
「
檸
檬
持
て
る
少
女
」
が
出
品
さ
れ
て
い
た
と
言
え

ば
、
こ
の
小
さ
な
発
見
が
に
わ
か
に
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
梶
井

の
代
表
作
「
檸
檬
」（『
青
空
』
一
九
二
五
・
一
）
の
構
想
が
こ
の
頃

か
ら
育
ち
始
め
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。

【
年
代
】
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
五
月
一
三
日

【
体
裁
】
絵
葉
書
・
ペ
ン
書
一
枚

【
消
印
】
京
□　

□
・
５
・
14　

□
２-

４

【
切
手
】
剥
落

【
表
】
東
京
市
本
郷
区
吉
祥
寺
十
五

　

宇
賀
康
様

　

十
三
日　

京
都　

其
土

天
気
に
な
っ
た
か
と
思
ふ
と
夕
立
が
し
た
り
、
今
日
は
ま
た
今
日
で

大
変
暑
い

簗（
注
１
）が
松
江
か
ら
遊
び
に
来
て
今
駄
弁
っ
て
帰
っ
た
。

昨
日
は
随
分
客
が
あ
っ
て
五
人
で
闇
の
力（

注
２
）を
読
ん
で
ゐ
た
ら
近
藤
さ

ん（
注
３
）が
来
て
、
そ
こ
へ
ま
た
二
人
、
次
に
二
人
来
て
二
階（
注
４
）が
お
ち
そ
う

だ
っ
た
。

闇
の
力
は
実
際
素
敵
だ
。
本
が
読
め
る
様
に
な
っ
た
ら
是
非
読
ん
で

見
給
へ
。（
Ⅱ
）

【
裏
】
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
小
景　

小
山
敬
三

　

春
陽
会
第
一
回
美
術
展
覧
会

実
践
女
子
大
学
近
代
作
家
資
料
選

梶
井
基
次
郎
葉
書　

宇
賀
康
宛　
（
全
集
未
収
録
）

河　

野　

龍　

也
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【
注
】

（
１
）	
簗
慶
治
。
梶
井
・
宇
賀
と
同
じ
く
大
阪
府
立
北
野
中
学
の
出
で
、

こ
の
と
き
は
松
江
高
等
学
校
一
年
文
科
乙
組
在
学
中
だ
っ
た
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
卒
業
、京
都
帝
大
法
学
部
に
進
学
（『
松

江
高
等
学
校
一
覧
』）。

（
２
）	ト
ル
ス
ト
イ
の
戯
曲
。
当
時
の
邦
訳
に
は
、
落
合
昌
太
郎
（
浪
雄
）

訳
（『
暗
の
力
』
一
九
〇
五
・
五
、
文
明
堂
版
・
楽
園
社
版
）、
林

久
男
（
鷗
南
）
訳
（『
闇
の
力
』
一
九
一
二・一
二
、
文
会
堂
書
店
、

文
明
叢
書
『
闇
の
力
』
一
九
一
四
・
一
一
、
植
竹
書
院
）、
秋
庭
俊

彦
訳
（
一
九
一
五
・
七
、
植
竹
書
院
）、
中
村
吉
蔵
訳
（
ト
ル
ス
ト

イ
叢
書
『
闇
の
力
・
生
け
る
屍
』
一
九
一
七
・
二
、
新
潮
社
）、
宇

野
喜
代
之
助
訳
（
植
村
宗
一
編
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
』
第
四
巻
、

一
九
一
九
・
三
、
春
秋
社
）
な
ど
の
諸
種
が
あ
っ
た
。

（
３
）	近
藤
直
人
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
三
月
、
梶
井
が
湯
治
先

の
紀
州
湯
崎
温
泉
（
現
白
浜
温
泉
）
有
田
屋
で
出
会
っ
た
四
歳
年

長
の
友
人
。
結
核
の
た
め
京
都
帝
大
医
学
部
を
休
学
し
療
養
中

だ
っ
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
四
月
か
ら
復
学
し
、
妹

が
嫁
い
だ
京
都
市
上
京
区
岡
崎
東
天
王
町
の
田
村
方
に
住
ん
で
梶

井
と
往
来
が
あ
っ
た
。
西
洋
芸
術
に
詳
し
く
、
梶
井
は
終
生
敬
愛

を
寄
せ
た
。

（
４
）	京
都
市
上
京
区
寺
町
通
荒
神
口
下
ル
松
陰
町
梶
川
方
の
二
階
。
梶

井
は
北
白
川
西
町
の
澤
田
方
か
ら
こ
こ
に
転
居
し
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
粗
壁
に
紅
殻
格
子
の
古
び
た
家
で
、
七
〇
歳
を
過
ぎ
た
老
婆

と
、
そ
の
親
類
で
小
学
教
員
の
三
〇
歳
に
な
る
独
身
の
娘
と
が
階

下
に
住
ん
で
い
た
。
習
作「
貧
し
い
生
活
よ
り
」「
あ
る
心
の
風
景
」

の
舞
台
。

【
解
説
】

宇う

賀が

康や
す
し

は
、
大
阪
市
東
区
伏
見
町
二
ノ
六
ノ
一
に
開
業
し
て
い
た

草
創
期
の
近
代
歯
科
医
・
宇
賀
武
茂
（
歯
科
登
録
一
〇
三
号
）
の
五

男
と
し
て
、一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
一
〇
月
七
日
に
生
ま
れ
た
。

大
阪
の
名
門
・
北
野
中
学
に
進
ん
で
優
等
生
だ
っ
た
康
に
、
梶
井
基

次
郎
が
出
会
っ
た
の
は
一
七
の
春
（
数
え
年
）。
三
重
県
立
第
四
中

学
か
ら
転
入
後
、一
時
退
学
を
経
て
四
年
に
復
学
し
た
一
九
一
七（
大

正
六
）
年
四
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
二
人
は
共
に
第
三
高
等
学
校
（
京

都
）
に
進
学
す
る
が
、
宇
賀
は
梶
井
よ
り
先
に
理
科
甲
類
を
卒
業
。

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月
、
東
京
市
本
郷
区
駒
込
吉
祥
寺
町

一
五
で
外
科
医
院
を
営
む
兄
武
俊
（
東
北
帝
大
出
身
）
の
家
に
住
み
、

東
京
帝
大
工
学
部
電
気
工
学
科
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
も
文
通
に

よ
っ
て
京
都
の
梶
井
と
の
交
流
は
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

年
末
、
宇
賀
は
盲
腸
炎
を
患
っ
て
苦
し
む
。
病
状
は
悪
化
し
、

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
五
月
初
旬
、
宇
賀
は
順
天
堂
病
院
で
幽

門
狭
窄
の
手
術
を
受
け
る
。
親
友
危
篤
の
突
然
の
電
報
に
驚
い
た
梶

井
は
、
そ
の
日
の
夜
行
に
乗
っ
て
東
京
に
駆
け
付
け
、
同
じ
北
野
中
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学
出
身
の
友
人
・
畠
田
敏
夫
と
共
に
宇
賀
を
見
舞
っ
た
。

ノ
ー
ト
第
二
帖
〔
五
三-

五
五
〕
お
よ
び
第
三
帖
〔
四
七
〕
に
は
、

こ
の
時
の
感
想
の
断
片
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
第
三
帖
〔
五
八

-

七
九
〕
で
は
、「
病
院
へ
」
の
タ
イ
ト
ル
で
小
説
仕
立
て
に
な
っ
た
。

死
相
を
浮
か
べ
て
横
た
わ
る
友
人
の
顔
に
、
傷
ま
し
さ
よ
り
も
恐
怖

の
感
情
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
〈
私
〉
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。

さ
て
、
宇
賀
康
に
宛
て
た
梶
井
の
書
簡
は
、
内
面
告
白
や
芸
術
談

義
な
ど
豊
富
な
内
容
を
持
ち
、最
初
の
六
蜂
書
房
版
（
一
九
三
四
年
）

以
来
歴
代
の
全
集
に
相
当
数
が
採
録
さ
れ
（
筑
摩
新
全
集
で
五
三

通
）、
伝
記
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
五
月
一
三
日
付
の

宇
賀
宛
の
絵
葉
書
は
、
別
な
所
に
紛
れ
込
ん
だ
ま
ま
九
〇
年
近
い
時

を
眠
り
続
け
て
き
た
ら
し
い
。
実
践
女
子
大
学
は
こ
れ
を
二
〇
二
一

（
令
和
三
）
年
に
古
書
店
か
ら
入
手
し
た
。
宇
賀
宛
の
梶
井
書
簡
に

未
知
の
も
の
が
あ
り
、
無
事
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
は
奇
跡
と
言
っ

て
よ
い
。
し
か
も
、
わ
ず
か
一
枚
の
絵
葉
書
か
ら
分
か
る
情
報
は
多

く
、
少
な
く
と
も
四
つ
の
新
事
実
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
に
は

研
究
上
、
相
当
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
目
は
、
梶
井
の
帰
洛
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
直
前
の
手
紙
を

見
る
と
、〈
洛
北
北
白
川
よ
り
〉
と
記
さ
れ
た
四
月
二
六
日
付
の
宇

賀
康
宛
封
書
（
書
簡
一
〇
四
）
が
あ
り
、
次
い
で
〈
東
京
よ
り
〉
と

記
さ
れ
た
五
月
一
一
日
付
の
畠
田
敏
夫
宛
の
葉
書
（
書
簡
一
〇
五
）

が
あ
る
。
後
者
は
〈
車
中
お
疲
れ
の
こ
と
ゝ
思
ふ
、
其
後
の
経
過
は

段
々
い
ゝ
〉
と
、宇
賀
の
容
態
を
大
阪
の
畠
田
に
伝
え
て
い
る
た
め
、

梶
井
だ
け
東
京
に
残
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
葉

書
に
よ
り
、
梶
井
も
一
二
日
に
は
京
都
の
下
宿
に
戻
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
畠
田
の
帰
阪
を
追
う
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
一
一
日
の
夜

行
で
東
京
を
発
っ
た
ら
し
い
。

二
つ
目
は
、梶
井
の
転
居
の
時
期
で
あ
る
。
葉
書
の
差
出
地
は〈
京

都
よ
り
〉
と
ご
く
簡
単
だ
が
、〈
二
階
が
お
ち
そ
う
だ
っ
た
〉
と
い

う
本
文
に
よ
っ
て
、
す
で
に
こ
こ
が
四
月
二
六
日
の
時
点
で
住
ん
で

い
た
北
白
川
の
平
屋
の
下
宿
で
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一
一
月
以
来
、
北
白
川
の
澤
田
三
五
郎

に
は
た
び
た
び
の
家
賃
滞
納
で
迷
惑
を
か
け
た
。
上
京
前
の
四
月
末

か
五
月
は
じ
め
に
は
そ
こ
を
出
て
、
松
陰
町
梶
川
方
に
移
っ
た
こ
と

に
な
る
。

梶
井
は
こ
の
家
で
の
生
活
を
、
草
稿
〔
貧
し
い
生
活
よ
り
〕

（
一
九
二
四
年
頃
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。
借

り
た
の
は
古
び
た
家
の
二
階
の
二
間
。
三
畳
の
部
屋
は
大
家
の
家
財

道
具
に
占
領
さ
れ
、
四
畳
半
の
窓
か
ら
は
陰
気
な
街
の
裏
側
が
見
下

ろ
さ
れ
た
。
女
所
帯
の
階
下
で
は
い
つ
も
悪
口
雑
言
が
飛
び
交
い
、

夜
は
夜
で
近
所
の
カ
フ
ェ
ー
か
ら
オ
ル
ガ
ン
の
音
が
流
れ
て
く
る
。

こ
の
家
の
独
身
の
娘
が
妙
に
馴
れ
馴
れ
し
く
、
枕
許
に
座
り
込
ん
で

空
疎
な
議
論
を
吹
っ
か
け
て
く
る
の
に
梶
井
は
閉
口
し
た
。し
か
し
、
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好
み
で
も
な
い
年
上
の
彼
女
に
異
性
を
意
識
さ
せ
ら
れ
、二
人
で〈
色

欲
地
獄
に
陥
ち
て
ゆ
く
姿
〉
を
空
想
し
て
は
、
お
ぞ
け
を
ふ
る
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い
う
。

三
つ
目
は
、
三
高
劇
研
究
会
の
白
熱
し
た
活
動
ぶ
り
で
あ
る
。
梶

井
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
春
に
加
入
し
た
劇
研
で
、
中
谷
孝

雄
と
共
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
古
く
て
狭
い
二
階
の

四
畳
半
。
そ
こ
に
一
〇
名
も
の
青
年
が
押
し
か
け
れ
ば
、
そ
の
窮
屈

さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
と
き
仲
間
と
「
闇
の
力
」

を
読
ん
で
感
動
し
た
と
い
う
く
だ
り
に
は
、
放
蕩
生
活
か
ら
足
を
洗

い
、
ト
ル
ス
ト
イ
を
読
ん
で
厳
粛
な
倫
理
観
を
打
ち
立
て
よ
う
と
努

め
て
い
た
当
時
の
梶
井
ら
し
さ
が
垣
間
見
え
る
。
前
述
の
〔
貧
し
い

生
活
よ
り
〕
も
、
貧
困
と
性
欲
の
前
に
手
も
な
く
堕
落
へ
と
導
か
れ

る
人
間
の
弱
さ
を
主
題
と
し
た
「
闇
の
力
」
の
影
響
下
に
成
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

梶
井
が
好
ん
で
ト
ル
ス
ト
イ
談
義
の
相
手
に
し
た
の
が
宇
賀
だ
っ

た
。
彼
に
は
こ
の
良
友
の
存
在
が
、
健
全
な
自
己
を
保
つ
た
め
の
拠

り
所
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
一
月
二
八
日
の
宇
賀
宛
書
簡
（
書
簡
九
七
）
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

丁
度
石
鹼
玉
が
色
を
変
へ
る
様
に
、
急
に
落
胆
し
た
り
急
に
超

人
に
な
つ
た
様
な
精
神
の
高
揚
を
感
じ
た
り
、
新
聞
記
事
で
泣

い
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
が
三
十
分
程
の
間
に
随
分
行
は
れ
る
。

（
略
）
或
は
神
経
衰
弱
の
一
種
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
こ
の
様

な
こ
と
を
云
ふ
と
ト
ル
ス
ト
イ
は
怒
る
に
違
ひ
な
い
。
ト
ル
ス

ト
イ
は
「
科
学
の
使
徒
で
あ
る
」
医
者
は
、
人
間
の
純
な
道
徳

を
堕
落
さ
せ
る
と
云
つ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
僕
の
様
な
場
合
に
医

者
は
道
徳
的
に
僕
を
見
な
い
で
、
科
学
的
に
神
経
衰
弱
と
見
て

し
ま
ふ
。

面
白
い
の
は
、
梶
井
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
倫
理
を
理
想
と
す
る
一
方

で
、
佐
藤
春
夫
を
そ
の
対
極
に
配
置
し
、
そ
ち
ら
の
魅
力
に
も
相
当

参
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
三
年
二
月

一
〇
日
付
の
宇
賀
宛
書
簡
（
書
簡
九
九
）
で
は
、〈
送
る
か
ら
佐
藤

春
夫
の
都
会
の
憂
鬱
を
読
ん
で
見
な
い
か
。
提
燈
持
ち
は
止
す
が
、

随
分
い
ゝ
物
だ
と
い
ふ
こ
と
は
た
し
か
だ
〉
と
熱
心
に
す
す
め
て
い

る
。ト

ル
ス
ト
イ
か
佐
藤
春
夫
か
。こ
の
葛
藤
を
端
的
に
示
し
た
の
が
、

ノ
ー
ト
第
三
帖
の
裏
表
紙
に
落
書
き
さ
れ
た
、〈
ト
ル
ス
ト
イ
さ
ん　

ね
、い
ゝ
で
せ
う
、佐
藤
春
夫
の
様
な
男
は
、処
方
箋
を
か
い
て
や
っ

た
ら
、
こ
ん
な
時
に
近
世
科
学
の
発
達
は
有
難
い
で
す
な
〉
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。
淀
野
隆
三
は
筑
摩
版
旧
全
集
で
〈
佐
藤
春
夫
〉
の
名

を
伏
字
に
し
、
さ
ら
に
〈
こ
の
人
を
通
し
て
中
谷
に
当
つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
〉
と
い
う
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
を
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
筑
摩
版
新
全
集
も
、〈
中
谷
孝
雄
は
、
こ
の
落
書
き
は
、
佐
藤

春
夫
フ
ァ
ン
だ
っ
た
中
谷
に
対
す
る
あ
て
つ
け
と
解
釈
し
て
い
た
〉

と
注
釈
し
て
い
る
。
淀
野
も
中
谷
も
、
こ
の
落
書
き
を
春
夫
へ
の
揶
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揄
と
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
い
た
点
で
共
通
す
る
が
、
そ
の
理
解

で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
解
釈
だ
と
、
梶
井
が
宇
賀
に
示
し
て
い
た
春
夫
へ
の
心
酔
に

う
ま
く
説
明
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、〈
佐
藤
春
夫
の
様
な
男
〉

と
は
自
分
を
含
め
た
言
い
方
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
努
力
が
見
え
る

と
し
た
方
が
、
辻
褄
が
合
う
。
春
夫
の
描
く
頽
廃
の
心
理
に
強
い
誘

惑
を
感
じ
つ
つ
、
そ
ん
な
も
の
は
神
経
衰
弱
だ
と
一
蹴
す
る
健
全
さ

に
も
憧
れ
、
し
か
し
道
徳
問
題
の
科
学
的
解
決
を
嫌
う
ト
ル
ス
ト
イ

の
存
在
も
気
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
虚
勢
を
張
っ

て
開
き
直
る
言
い
方
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
ろ

う
。
頽
廃
へ
の
耽
溺
か
、
科
学
を
楯
に
し
た
自
嘲
か
、
道
徳
に
よ
る

自
制
か
。
そ
ん
な
迷
い
は
か
え
っ
て
文
学
上
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た

中
谷
に
は
見
せ
ら
れ
ず
、
理
系
青
年
の
宇
賀
だ
か
ら
こ
そ
素
直
に
打

ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
数
に
お
い
て
勝
る
文
学
仲
間

の
証
言
だ
け
が
、
梶
井
の
す
べ
て
を
捉
え
き
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
こ
と
を
、
宇
賀
の
よ
う
な
文
学
専
門
で
は
な
い
友
人
関
係

の
側
か
ら
改
め
て
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
最
も
重
要
な
の
が
四
つ
目
で
、
梶
井
が
東
京
で
開
か
れ
て

い
た
第
一
回
春
陽
会
美
術
展
覧
会
を
見
て
い
た
こ
と
が
、
使
用
絵
葉

書
か
ら
は
っ
き
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
大
谷
晃
一
の
『
評
伝
梶
井
基

次
郎
』（
一
九
七
八
・
三
、
河
出
書
房
新
社
）
に
よ
れ
ば
、
六
月
一
三

日
付
の
宇
賀
康
宛
の
は
が
き
（
書
簡
一
〇
六
）
に
も
、
春
陽
会
の
絵

葉
書
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
梶
井
が
東
京
か
大
阪
で
同
展
を
参

観
し
た
可
能
性
は
、
河
原
敬
子
が
大
谷
の
記
述
か
ら
推
測
し
て
い
た

が
（「
美
的
空
間
と
し
て
の
「
檸
檬
」」『
叙
説
』
二
〇
一
一
・
三
）、

今
ま
で
確
証
が
な
か
っ
た
。
今
回
の
絵
葉
書
の
出
現
に
よ
り
、
そ
れ

が
東
京
展
の
早
い
段
階
だ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

同
展
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
は
、
梶
井
の
そ
の
後
の
人
生
に
決
定
的
な

意
味
を
持
っ
た
。
梶
井
の
代
表
作
「
檸
檬
」（『
青
空
』
一
九
二
五
・	

一
）
の
構
想
は
、
恐
ら
く
こ
の
展
覧
会
で
受
け
た
刺
激
か
ら
ふ
く
ら

ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

春
陽
会
は
、
院
展
洋
画
部
脱
退
組
の
小
杉
未
醒
、
山
本
鼎
、
倉
田

白
羊
、
足
立
源
一
郎
、
森
田
恒
友
、
長
谷
川
昇
に
新
帰
朝
の
梅
原
龍

三
郎
を
加
え
て
会
員
と
し
、
院
展
系
の
石
井
鶴
三
や
旧
草
土
社
系
の

木
村
荘
八
、
岸
田
劉
生
、
椿
貞
雄
、
中
川
一
政
、
萬
鉄
五
郎
ら
を
客

員
に
迎
え
て
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
に
発
足
し
た
美
術

団
体
で
あ
る
。
そ
の
第
一
回
展
覧
会
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
五
月
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
上
野
竹
之
台
陳
列
館
で
開
催
さ
れ
、

次
い
で
六
月
一
七
日
か
ら
二
七
日
に
も
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
で
開

催
さ
れ
た
。
入
場
者
数
合
計
二
万
一
千
人
、展
示
総
数
一
八
〇
点（
東

京
）、
売
約
三
七
点
、
売
上
九
四
七
〇
円
に
の
ぼ
り
、
四
二
六
円
の

純
益
を
五
一
名
の
作
家
に
配
当
す
る
大
成
功
を
お
さ
め
た
。

展
覧
会
の
公
募
部
門
に
は
二
四
六
六
点
も
の
応
募
作
が
あ
り
、
公

開
審
査
を
経
て
二
九
名
の
五
〇
点
が
入
選
し
た
。
実
に
五
〇
倍
に
も
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及
ぶ
厳
し
い
審
査
を
突
破
し
た
入
選
作
の
リ
ス
ト
に
、
新
人
画
家
・

三
岸
好
太
郎
（
一
九
〇
三
～
一
九
三
四
）
の
「
檸
檬
持
て
る
少
女
」

と
い
う
油
絵
が
あ
っ
た
。

椅
子
に
腰
か
け
た
断
髪
の
少
女
が
、
一
顆
の
檸
檬
を
の
せ
た
掌
を

膝
に
支
え
て
い
る
構
図
で
あ
る
。
暗
い
背
景
の
前
面
に
大
き
く
、
白

い
襟
を
つ
け
た
少
女
の
真
っ
赤
な
洋
服
の
色
が
広
が
り
、
人
物
の
表

情
は
抑
制
さ
れ
、
そ
の
ぶ
ん
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
檸
檬
が
見
る
者

の
視
線
を
吸
い
つ
け
る
。
単
純
な
色
彩
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
で
、
小

さ
な
檸
檬
か
ら
途
轍
も
な
い
存
在
感
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
印
象
深
い
絵
で
あ
る
。

札
幌
か
ら
上
京
し
、
下
谷
郵
便
局
の
消
印
係
と
し
て
働
き
な
が
ら

画
家
を
目
指
し
た
三
岸
は
、
画
材
購
入
に
も
余
裕
が
な
く
、
ボ
ー
ル

紙
に
描
い
た
こ
の
絵
に
よ
っ
て
公
募
展
初
入
選
を
果
た
し
た
。
こ
の

絵
は
三
岸
の
特
異
な
画
才
を
世
に
知
ら
し
め
た
記
念
碑
で
あ
る
。
翌

年
の
第
二
回
展
に
出
品
し
た
「
兄
及
ビ
彼
ノ
長
女
」
そ
の
他
の
作
品

に
よ
り
、
三
岸
は
春
陽
会
賞
の
首
席
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
か
ら
本
格

的
な
画
家
活
動
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。

東
京
で
三
岸
の
絵
に
対
面
し
た
こ
と
は
、
梶
井
に
新
し
い
展
開
を

も
た
ら
し
た
。
街
の
果
物
店
で
檸
檬
を
買
い
、
丸
善
の
書
棚
に
据
え

付
け
て
そ
の
色
彩
的
効
果
に
満
足
す
る
と
い
う
内
容
の
詩
や
散
文

を
、
梶
井
は
こ
の
頃
か
ら
書
き
始
め
る
の
で
あ
る
。

中
谷
孝
雄
は
、
梶
井
か
ら
手
垢
に
汚
れ
た
檸
檬
を
贈
ら
れ
た
経
験

が
あ
る
と
証
言
し
て
い
る
（「「
檸
檬
」
の
思
ひ
出
」『
世
紀
』

一
九
三
四
・
六
）。
ま
た
、〔
雪
の
日
〕〔
瀬
山
の
話
〕
な
ど
の
草
稿
へ

と
発
展
す
る
ノ
ー
ト
第
三
帖
〔
九
一-

一
六
三
〕
の
な
か
に
、〈
親

し
い
友
人
に
故
意
に
狂
気
染
み
た
遺
書
の
様
な
も
の
を
送
っ
た
〉
こ

と
が
、同
時
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
回
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
遺

書
」
と
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
〇
月
一
二
日
に
中
谷
孝

雄
宛
に
書
い
た
葉
書
（
書
簡
九
一
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
檸
檬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
梶
井
の
実
体
験
（
い
わ
ゆ
る
「
檸
檬
体

験
」）
と
し
て
存
在
し
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
一
九
二
二
年

中
の
こ
と
だ
と
考
え
て
よ
い
。

で
は
、
そ
の
実
体
験
が
作
品
化
さ
れ
始
め
た
の
は
い
つ
な
の
か
。

一
般
に
、
梶
井
の
「
檸
檬
」
構
想
の
起
源
は
、
破
り
取
っ
た
一
枚
の

ノ
ー
ト
に
書
い
た
詩
「
秘
や
か
な
楽
し
み
」（
大
妻
女
子
大
学
蔵
）

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。
大
谷
晃
一
の
年
譜
は
そ
の
執
筆
時

期
を
二
二
年
六
月
と
推
定
し
、
鈴
木
貞
美
に
よ
る
筑
摩
版
新
全
集
の

年
譜
も
二
二
年
八
月
か
ら
九
月
頃
と
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
か
な
り

早
い
。
だ
が
そ
の
場
合
、
中
谷
に
宛
て
た
擬
似
的
な
「
遺
書
」
と
の

時
期
の
ズ
レ
を
ど
う
見
る
の
か
、
ま
た
〈
電
車
の
中
に
は
マ
ン
ト
の

上
に
〉
と
い
う
詩
が
、
季
節
感
の
違
う
夏
に
本
当
に
書
け
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
出
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
詩
の
裏
面
に
は
、〈
汝
は
寂
し
く
地
上
を
去
り
ぬ
／
汝
を
見

識
り
し
は
先
つ
年
の
暮
れ
に
て
あ
り
き
〉
と
い
う
メ
モ
が
あ
る
こ
と
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が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
一
月
一
日
に
没
し
た
青
木
律
へ
の
挽
歌
と
見

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
全
集
の
解
題
で
鈴
木
も
そ
の
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。も
し
そ
の
推
測
と
の
整
合
化
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
秘
や
か
な
楽
し
み
」
の
成
立
は
や
は
り
一
九
二
二
年
の
年
末
以
後

と
見
る
の
が
自
然
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
成
立
時
期
の
下

限
を
さ
ら
に
考
え
て
み
る
な
ら
、
二
三
年
五
月
頃
で
も
不
都
合
は
見

つ
か
ら
な
い
。
三
岸
の
絵
と
の
出
会
い
か
ら
こ
の
詩
が
生
れ
た
可
能

性
も
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
根
拠
か
ら
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ノ
ー
ト
第
二
帖
に
は
、タ
イ
ト
ル
の
み
で
本
文
が
な
い「
檸
檬
の
歌
。」

〔
四
九
〕
と
い
う
詩
構
想
の
痕
跡
が
存
在
す
る
。「
檸
檬
の
歌
。」
の

次
に
「
百
合
の
歌
。」〔
五
一
〕
と
い
う
詩
が
書
か
れ
、
そ
の
次
の
見

開
き
に
は
宇
賀
を
順
天
堂
病
院
に
見
舞
っ
た
時
の
感
想
断
片
〔
五
三

-

五
五
〕
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、梶
井
が
ノ
ー
ト
に
「
檸

檬
の
歌
。」
と
書
い
た
の
は
、「
檸
檬
持
て
る
少
女
」
を
上
野
で
見
て

き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ま
さ
し
く
一
致
す
る
。
こ
の
「
檸
檬
の
歌
。」

が
「
秘
や
か
な
楽
し
み
」
を
指
す
可
能
性
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
指

摘
さ
れ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、梶
井
は
三
岸
好
太
郎
の
名
前
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
何
か
を
書
き
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
三
岸

の
絵
だ
け
を
作
品
「
檸
檬
」
の
源
泉
と
限
定
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
。

だ
が
、
梶
井
が
東
京
に
来
て
三
岸
の
「
檸
檬
持
て
る
少
女
」
を
見
た

物
証
が
こ
う
し
て
出
て
き
た
。
そ
れ
が
檸
檬
を
テ
ー
マ
と
す
る
彼
自

身
の
創
作
構
想
に
有
益
な
動
機
づ
け
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ

ぼ
疑
う
余
地
は
な
い
。
一
枚
の
絵
葉
書
の
出
現
が
持
つ
意
味
合
い
の

大
き
さ
に
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

付
記本

号
巻
頭
口
絵
の
三
岸
好
太
郎
作
「
檸
檬
持
て
る
少
女
」
は
、
北

海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
ご
厚
意
に

謹
ん
で
謝
意
を
表
し
た
い
。
文
中
の
書
簡
番
号
お
よ
び
ノ
ー
ト
の
記

事
番
号
（
頁
数
に
対
応
）
と
本
文
引
用
は
『
梶
井
基
次
郎
全
集
』（
新

全
集
全
四
巻
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
、
筑
摩
書
房
）
に
も
と
づ
き
、

漢
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
伝
記
情
報
・
展
覧
会
情
報
は
、『
人

事
興
信
録
』（
一
九
五
三
・
九
、
人
事
興
信
所
）、『
日
本
紳
士
録
』

（
一
九
二
一
・
一
二
、
交
詢
社
）、『
全
国
歯
科
医
師
名
鑑
』

（
一
九
二
五
・
五
、
日
本
口
腔
衛
生
社
）、『
日
本
医
籍
録
関
東
版
』

（
一
九
三
四
・
五
、
医
事
時
論
社
）、『
春
陽
会
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
』

（
一
九
二
四
・
三
、
ア
ル
ス
）『
み
ず
え
（
春
陽
会
展
覧
会
号
）』

（
一
九
二
三
・
六
、
春
鳥
会
）
を
参
照
し
た
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研

費17K
02464

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
こ
う
の　

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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実
践
女
子
大
学
近
代
作
家
資
料
選　

梶
井
基
次
郎
葉
書　

宇
賀
康
宛
（
全
集
未
収
録
）

表　

一
九
二
三
年
五
月
一
三
日
付　

一
四
日
消
印
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裏　

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
小
景　

小
山
敬
三

春
陽
会
第
一
回
美
術
展
覧
会　

 

縦
九
二
ミ
リ
×
横
一
四
二
ミ
リ

檸
檬
持
て
る
少
女　

三
岸
好
太
郎�

北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術
館
蔵

一
九
二
三
年
制
作　

油
彩
・
ボ
ー
ル
紙　

縦
五
二
七
ミ
リ
×
横
四
五
三
ミ
リ

こ
の
絵
葉
書
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
五
月
、
友
人
の
入
院
見
舞

の
た
め
上
京
し
た
梶
井
基
次
郎
が
、
第
一
回
春
陽
会
展
覧
会
を
実
際
に
訪

れ
て
買
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
展
に
新
人
画
家
・
三
岸
好
太
郎
の「
檸

檬
持
て
る
少
女
」
が
出
品
さ
れ
て
い
た
と
言
え
ば
、
こ
の
小
さ
な
発
見
が

に
わ
か
に
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
梶
井
の
代
表
作
「
檸
檬
」（『
青
空
』

一
九
二
五
・
一
）
の
構
想
が
こ
の
頃
か
ら
育
ち
始
め
た
の
は
、
単
な
る
偶

然
な
の
だ
ろ
う
か
。（
本
文
211
―

217
頁
参
照
）




